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主要施設 ホール、集会室、実習室、和室

名称 札幌市苗穂・本町地区センター 所在地 札幌市東区本町2条7丁目2-10

開設時期 平成11年2月15日 延床面積 1,309,313㎡

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 東区市民部地域振興課（741-2429）

１　施設の概要

目的
地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増進に
寄与する。

事業概要
（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

Ⅰ　基本情報

指定単位
施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

３　評価単位
施設数：１施設

複数施設を一括評価の場合、その理由：

２　指定管理者

名称 札幌市苗穂・本町地区センター運営委員会

指定期間 平成30年（2018年）4月1日～令和5年（2023年）3月31日

募集方法

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運営され
ることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセンターの管
理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信頼関係が築か
れ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い手の育成に寄与す
ることも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁による団体により設立された
団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター等の管理運営に関わりを持
つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現に良好な管理運営が行われて
いる場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募としたもの。
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Ⅱ　平成30年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

公の施設としての地区センターの利用については、「特定の
利用者・団体に偏ることなく、利用者の誰もが公平・平等に利
用できること」を確保するため、次の方針等を策定し適正な運
用に努めた。

１．基本施策
（1）関係法令の遵守
（2）広報活動の充実
（3）適切な地区センター施設の保守管理

２．基本施策に基づく取り組みについて
（1）区民センター条例等・関係法令の遵守
　①利用者に対し平等、公平な関係法令の運用を図るため、
所属職員に対し随時関係事務研修会と他地区センターでの
取扱等について、館長、担当者から口頭または回覧文書で取
扱等について周知の徹底と適正な運用を図った。
　②利用申込者に対する平等・公平な取扱について
　地区センター利用について、事前予約・預かり制度取扱の
平等・公平化に努めた。
　利用日時・室利用について、利用者が複数者と重なった場
合、第三者により抽選を行い利用者を決定し平等・公平な取
組を確保した。

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定 基本方針の策定に
ついては、地域住
民を構成員とする
運営委員会の総意
により運営方針を定
め各事業を進めた。
事業の実施にあ
たって、運営委員
会・運営委員会事
務局と協議し、基本
方針に基づき各事
業を実施し、当初の
目的を概ね達成す
ることができた。

札幌市から平成30年度を初年度とする5年間、札幌市苗穂・
本町地区センターの運営にあたり指定管理者として設置目的
である地域住民(札幌市民）のコミュニティ活動の助長・生涯
学習の普及並びに地域住民の福祉増進に寄与することを基
本理念とし、次の基本方針を策定した。
（1）地域に暮らす乳幼児から高齢者まで誰もがともに参加し
利用できる地区センターとして
　①子育て支援事業の実施　②地域福祉事業の推進　③関
係諸団体の活動拠点として施設の有効活用を図る。
（2）講座・文化祭・コンサートなど、世代を超えて生涯学習とし
ての教養・文化・芸術にふれる機会の提供と、学ぶことの楽し
さと感動できる事業を提供できる地区センターとして関係事業
を実施する。
（3）地域は老若男女を問わず多くの個人と企業と団体等に
よって構成されている。
苗穂・本町地区センター運営委員会が利用者をはじめ地域で
働き暮らす方々の声を受け止め、地域のまちおこし事業の拠
点として運営する。

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。
広報活動を工夫
することにより、施
設利用促進に努
めていることは評
価できる。
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（2）広報活動の充実
　①地区センター主催事業等について、だれもが平等に参加
できるよう、広報活動事業を充実させ利用の機会を公平に享
受できるよう努めた。
　②実施事業(各種講座の開講、事業等）の周知方法につい
て
　（ア）「地区センターだより」の個別配布・町内回覧・館内掲示
等により随時情報の提供を行った。
　「地区センターだより」が地域住民の情報紙として利用される
よう各事業案内の他、構成を工夫した。
　（イ）ホームページを作成し、実施事業について配信した。
　（ウ）フェイスブックの作成、配信、各種事業の実施状況をリ
アルタイムで発信した。
　③講座等受講申込方法の公平化と利便性の確保について
　（ア）受講希望者で平日仕事に従事されている方々には時
間帯により来館受講申し込みが困難な場合もあることから、
受講の機会を均等に享受できるよう電話申し込みの導入及び
定員を超える申し込みがあった場合、基本的には先着順とな
るが、可能な限り講師の理解をいただいて受講者枠の拡大等
に努めた。
　④受講料等所要経費の収納事務取扱の規制緩和について
　日・祝日・夜間も関係業務に対応することにより、利用者に
対する利便性の確保に努めることができた。
以上の取組を行い公平・平等利用の確保に努めた。
　⑤チラシ・ポスター等の配架基準の策定
　チラシ・ポスター等について、配架基準を定め配架、利用者
に対する平等な取扱に努めた。

以上の取組の結果、利用者に対する公平・平等な施設の取
扱いにより、安全で適切な地区センターの運営ができたものと
考える。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進 職員が率先してエ
ネルギーの省力化
による環境負荷軽
減のため、冷暖房
機の稼働開始時
期・設定温度の管
理、ゴミ排出量の軽
減等に努めてきた。

（1）電気・ガス・上下水道の使用について、節約に努めた。
（2）暖房用ガスについては、職員によるエアコンフィルターの
清掃等による暖房機器の機能維持と利用者に対し室温の過
度な温度設定の防止等協力依頼のステッカーの掲示や電気
の不要ヵ所の消灯及び間引き照明により節約することができ
た。
（3）サニタリー用洗剤について、環境に配備しグリーン購入ガ
イドライン指定品の使用に努めてきた。
また、日常清掃に使用する洗剤について、業務委託業者に成
分表の提出を義務付け環境に配慮した洗剤を使用しているこ
とを確認した。

（4）札幌市環境マネジメントシステムに則り、各種帳票を提出
した。
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地区センター施設
の適正な管理・運営
を確保するため、関
係業務について札
幌市の承認を得て
第三者に関係業務
を委託した。

（1）苗穂・本町地区センター施設の保守・管理の適正化によ
り、利用者に快適・安全な施設利用を提供するため札幌市の
承認を得て次の業務について第三者に対し業務の委託を
行った。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者
の確保・配置、人材育成）

（3）業務水準の維持向上と適切な利用者に対するサービスの
提供を図るため、当初の研修計画に基づき職員研修を実施し
た。
（4）パート職員の研修は、館長他担当職員から案内業務、使
用承認、利用料金収納事務等の関係法令の取扱研修を実
施、不適切な事務処理等も一切なく、研修内容について十分
に理解された結果であると考える。
（5）常勤職員・パート職員の労働環境の維持向上を図るた
め、就業規則を定め労働基準監督署の承認を受け(平成22年
5月31日承認済)適正に関係業務を行っているほか、労働安
全衛生法に定める「総括安全衛生推進者」を配置し職場環境
の維持向上に努めることができた。
（6）パート職員の労働時間の平準化のため、特定のパートに
業務が偏ることのないよう勤務シフト作成に配慮してきた。
（7）リフレッシュ休暇の付与
当地区センターに勤務する常勤職員は雇用人数も5人と少な
く業務内容も多岐にわたっており、法定の年次有給休暇を行
使することがなかなか困難な状況であるが、常勤職員が利用
者への良好な接遇と適切な業務を行うため、職員自ら心身と
もに健全であるべきとの考えから、職員全員が少なくともリフ
レッシュ休暇5日間について、必ず使用することとしている。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

管理水準の維持向上について、随時職員からの提言を受け、
新規事業の計画を含め既存事業を見直し、以下の改善等に
ついて提案を受け取り組んできた。

（1）広報関係の充実について
新たな視点から従前の「地区センターだより」の紙面構成を見
直し、より親しみやすい「地区センターだより」となるよう紙面
構成の充実を図った。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受
託者への適切監督、履行確認）

（1）常勤職員としての統括責任者「館長」及び職務代理者「副
館長」並びに一般事務職員、図書館司書を配置、この他パー
ト職員を配置し関係業務を行った。
（2）職員の業務分担（事務分掌）・指揮命令系統・連絡系統を
定め、緊急時対応が迅速に行えるよう連絡網を整備してい
る。
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1

2

3

4

7

8

9

10

11

12

地区センター施設
の適正な管理・運営
を確保するため、関
係業務について札
幌市の承認を得て
第三者に関係業務
を委託した。

委託業務名 委託業務内容

清掃業務 地区センターの清掃業務

機械警備業務 夜間・休館日の警備業務

自動ドア保全業務 自動ドアの保守点検業務

エレベーター保守点検業務 エレベーター保守点検業務

5 舞台装置保全業務
ステージ・吊り具等

舞台装置点検

6
自家用電気工作物 館内照明器具等

保安管理業務 電気設備点検業務

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開
催）

運営協議会につい
ては、今年度は1回
実施し、当地区セン
ターの利用状況を
初め、懸案事項に
ついて協議し、運営
の改善等、適正な
業務の執行を確保
することができた。
また、東区地域振
興課と4館連絡会議
を実施し、情報を共
有している。

（1）運営協議会の開催状況は下表のとおり。

開催日 協議・報告内容

元年6月11日 １．地区センターからの報告事項（地区セ
ンター館長報告）
（1）31年度地区センター事業運営基本方
針について
（2）苗穂・本町地区センター利用状況、地
区センターの現状について
（3）各種実施済事業について報告
２．地区センター利用に係る課題について

消防設備保全業務 消火器・非常放送設備等点検業務

空調機器点検業務 空調機器（エアコン）点検業務

除排雪業務 除・排雪業務

建築基準法点検業務 建築物及び建築設備の点検業務

ボイラ保守点検業務 ボイラ保守点検業務

芝生管理業務 芝生管理業務

以上12業務

（2）各業務の履行に当たっては事業終了後点検による異常
の有無等を確認することとしている。
（3）委託業務の全てについて業務の遅延・未執行業務及び改
善命令等による業務の手直しも無く委託契約仕様書に基づき
適正に関係業務は履行された。
（4）請求書受理後、契約条項に基づき所要経費を定められた
所定の期間内に支出事務を終了している。
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（1）資金管理については、指定管理業務自主事業毎の区分
経理を実施しており、運営委員会の内部監査と併せ税理士に
よる外部会計監査を実施している。
（2）現金等の取扱いについては、現金等取扱規定を整備し
日々の現金取扱について適正に取扱っている。
　さらに、日々の入金について「入金一覧表」を作成し、担当
者(副館長）による現金の確認と館長の決裁を行っている。

▽　要望・苦情対応

4館連絡会議

4館連絡会議

＜協議会メンバー＞

・札幌市東区地域振興課長
・札幌市東区地域活動担当係長・同担当者
・小学校・中学校各校長・地域保育園園長
・各種団体役員・地域団体代表
・指定管理者（運営委員会会長、副会長）
・地区センター館長、副館長

関係者一覧を作成し運営協議会開催にあたっては、案内状を
送付した。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

元年6月12日
東区民セン

ター
　

東区地域振興課・4館連絡会議を実施し、
課題の検討及び情報交換を行った。

　
東区地域振興課・4館連絡会議を実施し、
課題の検討及び情報交換を行った。

4館連絡会議

元年9月3日
ふしこ地区セ

ンター

元年12月20
日

栄地区セン
ター
　

東区地域振興課・4館連絡会議を実施し、
課題の検討及び情報交換を行った。

4館連絡会議

2年3月17日
苗穂・本町地
区センター

東区地域振興課・4館連絡会議を実施し、
課題の検討及び情報交換を行った。

（1）要望については、直接館長が対応することとしている。

（2）利用者からの苦情対応については、苦情内容について様
式を定め取扱いについて職員に周知の徹底を図っている。
元年度利用者からの苦情はなかった。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。

（3）施設・設
備等の維持
管理に関す
る業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への
配慮、連絡体制確保、保険加入）

地区センターの利
用にあたって利用
者に対し安全の確
保を図ることは、指
定管理者の責務と
考えている。

施設の維持管理
は、それぞれの業
務について仕様書
の水準を達成し、利
用者に良好な環境
を提供できたものと
考える。備品につい
ては年１回点検し、
不具合による使用
不能な物品の確
認、廃棄、更新等を
実施し適切な備品
の利用を実施して
いる。

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。

利用者の安全確保について
　・運営委員会主催事業開催時、非常口等の案内を事前に説
明、緊急時の対応に努めた。
　・災害発生時に対処するため、職員・運営委員会の連絡網
を整備した。
　・AEDの設置
　利用者の緊急時対応として事務室内にAEDを設置。事務室
入口・ホール(体育室）に設置ヵ所を案内表示している。
　・消防設備点検業務に併せ職員の非常放送設備使用手順
確認と避難訓練の実施。
　簡易消火器の設置場所の確認及び操作手順を確認。

パート職員による夜間・日・祝日の安全確保について
　・出勤時・退館時各室の施錠、火気等の確認、地震等事故
発生時利用者の避難指示の徹底により利用者の安全を確保
することとしている。館内での人身事故等の事故発生時の対
応方法を確立。
　・救急車の出動要請と併せ、事故発生日時・原因・対応内容
等担当者に報告書の提出を義務づけている。また、状況によ
り直ちに館長に報告し指示を受ける体制を確保。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリング
の実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の
実施）

（1）アンケートは、原則各事業終了後実施することとしている。
（2）アンケート調査結果については、職員に回覧し情報の共
有を図っている。
（3）アンケート調査結果については、担当講師にも開示し、受
講者の意見を担当者と共有し講座企画に役立てている。

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

・当地区センターで働く図書室・事務担当・夜間等勤務パート
職員に対し、労働基準法で定めた1時間単価の最低賃金を上
回る賃金を支給している。
・最低賃金引き上げに伴う改正については直ちに時給額を改
正し支給することとしている。
・時間外労働について、所定の割増賃金を支払った。
・雇用職員（常勤職員・パート職員）の雇用条件について就業
規則を定め、労働基準監督署の承認済である。
・常勤職員にあっては、関係法令に基づき所定の社会保険、
労働保険に加入させた。
すべての雇用職員は労災保険に加入済。
・常勤職員・事務パート職員・図書室パート職員は、1年に１回
定期健康診断を実施した。
・指定管理者の申込時に提出した、ワーク・ライフ・バランスの
取組を適切に実施した。
・第三者委託により実施している業務について、受託者に当
該業務従事者び労働環境に関わる情報提供を求めた。
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(人） (人） （％）

1,127 1,183 105

31年度区民講座は
16講座を開講し、延
べ40回実施した。前
年は大規模修繕工
事が実施されたた
め、講座数、受講者
数、開講時間とも前
年と比較することは
できないが、29年度
と比較すると、受講
者数、開講時間が
大幅に上回って実
施することができ
た。

（1）31年度区民講座は16講座を開講した。 定書に定めている
とおり適正に実施
されている。
100％を超える受
講率を達成したこ
とは、地域住民の
ニーズに応えた魅
力あるテーマの講
座を多数開催した
結果と認められ、
大いに評価でき
る。

開講講座数
実施回

数
延べ時

間
募集人

数
受講者

数

市民サービス向上への配慮

・無料開放事業について利用可能日4日前から開放日をパネ
ル板に掲示。利用者に周知している。
・コピーの有料サービスの提供を行っている。
・損害賠償保険は仕様に適合したものに加入した。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、駐車場
除排雪等）

施設・設備等について適正かつ安全な環境を利用者に提供
するため、関係業務について第三者委託により実施し、仕様
書の水準を達成した。

備品管理について
・使用備品について適切に管理するため、毎年度備品台帳と
照合し、合わせて不具合な備品についてのチェックを実施し、
修繕、廃棄処分、更新等を行った。
駐車場について
・地区センター駐車場は限られたスペースしかなく、利用日、
利用時間帯によって混雑する状況にあるが、状況により職員
が案内整理を行い駐車場での事故はなかった。
・冬期間における駐車場の安全確保を図るため、開館時間前
には除雪が完了するよう作業を行うとともに、駐車場の安全
確保を図った。

▽　防災

防災計画を策定するとともに、今年度は9月25日と3月5日に
防災訓練を実施した。
・防災訓練のほか、多数の方々が集まる行事開催に当たって
は、事前に非常口の案内等避難指示について口頭で説明を
実施。
・消防設備点検時に、職員も放送設備についての操作方法等
を確認。

受講
率 備

考
（延べ開講数） (延べ回数）

16講座 40 3,600

（4）事業の計
画及び実施
に関する業

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務
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親睦卓球大会

計

大人の映画界

文化祭

足もみ健康
実施回数 11

10.7
参加者数 118

カレンダー
販売会

開館記念
コンサート

募集人数 参加者数
参加率
（％）

23 2,878

10月26日～27日 1,570

10月26日 156
コンサート

1月5日～25日
20日間

1,152

定書に定めている
とおり適正に実施
されている。
100％を超える受
講率を達成したこ
とは、地域住民の
ニーズに応えた魅
力あるテーマの講
座を多数開催した
結果と認められ、
大いに評価でき
る。

15
19.6

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務 事業内容について
は、アンケート調査
結果を反映したカリ
キュラムとなるよう
担当講師と事前に
調整を行い、受講
者の目線で各事業
を提供することがで
きた。
その他地域交流事
業として乳幼児から
高齢者までを対象と
した定例事業を提
供することができ
た。3月はコロナウ
イルスの影響で、計
画していた4事業、5
開放事業を中止し
た。

（1）定例事業

事業名
実施回数

計 平均参加者数
参加者数

歌声サロン
実施回数

計
実施回数 48

28.8
参加者数 1,381

22
44

参加者数 969

ちびっこひろば
実施回数

中止

参加者数 294

事業名 実施回数 参加者数

計

事業名
実
施

ほのぼの

項目 計 実施回数１回

中止

中止

親睦ミニ・バレー大会

開放事業名 (回・人） 平均利用者数(人）

親子の日
実施回数 70

12.2
利用者数 855

卓　球
実施回数 34

11.8
利用者数 400

バドミントン
実施回数 27

8.6
利用者数 233

自習室の開放
実施回数 771

2.6
利用者数 2,002

ミニ・ソフトバレー
実施回数 38

2.2
利用者数 84

無料開放事業
3.8

平均利用者数(人）

計
実施回数 940

3.8
利用者数 3,574

中止
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地区センターの有効利用と地域コミュニティ活動等を促進する
ため、無料開放事業を実施した。

親子の日・バドミントン・卓球・ミニソフトバレー・自習室につい
て無料開放を実施。

受験生に対する自習室の無料開放事業については２階ロ
ビーに自習コーナーとして常設した。
受験生をはじめ資格取得のため、学生以外の社会人の利用
もあり好評であった。

▽図書室業務

（1）仕様書に基づく事業実施と要求水準である個々の事業を
実施した。
（2）図書室利用者に対しアンケート調査を実施、その意見を
図書室の運営に活用した。

（5）施設の利
用等に関す
る業務

▽　利用件数等 ・全室について時間
貸しが導入されたこ
とにより、従前に比
較し夜間利用も微
増の状況にある。
・利用者数は29年
度比べると、ほぼ同
数になっている。

稼働率(％)

集会室
件数(件)
人数(人）

和室
件数(件)
人数(人）

計
件数(件)
人数(人）
稼働率(％)

955 927
10,322 17,500 17,336

72.9 80.5 78.1
491 755

▽不承認0件、取消0件、減免0件、還付3件　13,250円

▽　利用促進の取組

▼各事業の実施について、事前にロビーに案内ポスターの掲
示と町内会に回覧で事業案内を行った。
開講講座については、ミニチラシを作成、来館者が自由に持
ち帰りできるよう工夫した。
▼サークル会員の加入増とサークル活動の活性化を図るた
め、各サークル別に活動内容について基本となるポスターを
事務局が作成し提供した。
▼各種事業の実施について、ミニコミ紙の協力を得て事業内
容を掲載し参加の増を図った。

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。
新型コロナウイル
スの影響を受けな
がらも、稼働率に
ついて計画を上
回っている貸室も
あり、一定の水準
を保っていること
は評価できる。

稼働率(％)

実習室
件数(件)
人数(人）
稼働率(％)

稼働率(％)

体育室
件数(件)
人数(人）

H30実績 H31計画 H31実績
481

942
5,100 9,200 9,098
39.3 35.0 42.4
181 440 384

2,306

43.9 51.0 50.7

41.1 47.6

1,230 2,400

53.4
1,644 3,185 3,406

19,869 34,700 34,258

29.5 40.8 34.3
491 1,025 1,153

3,217 5,600 5,518
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

（6）付随業務 ▽　広報業務 地区センターがより
多くの方々から利用
いただくため、広報
業務は重要な役割
を担っていることか
ら、運営委員会では
様々な工夫を行っ
てきた。
地域の方々の理解
と協力により利用率
の増となり、効果的
に関係業務を達成
することができたも
のと考える。
また、広報媒体とし
てフェイスブックの
開設などリアルタイ
ムな情報提供にも
チャレンジし広報活
動の充実に努める
ことができた。

▼フェイスブックを導入しリアルタイムな情報の発信を行った
結果、他区居住者からの室利用照会が多くなった。
▼「地区センターだより」を年4回定期発行、関係町内会の協
力で、約6,000部を戸別配布、町内回覧を実施。
地区センター事業について地域の方々に各種事業について
情報を提供した。
▼区内　地区(区民）センター(3か所）、まちづくりセンター(2か
所）に配布協力を依頼した。
▼定期発行とは別に文化祭・講座開講案内等臨時号を作成、
随時町内回覧により地域住民に案内した。
▼地域ミニコミ紙に地区センター事業について関係記事の無
料掲載の協力があった。
▼施設内にチラシの配架コーナー及び掲示板を設置している
がスペースが狭小なことから、札幌市等官公庁の主催・後援
事業・地域に必要とする事業を優先し配架の利便性に配慮し
た。
▼図書新刊本を図書室入口に案内掲示し、図書利用者の利
便性に配慮した。

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。
フェイスブックを活
用したリアルタイ
ムな情報提供な
ど、理世促進に向
けた取組は評価
できる。

▼サークル案内ポスターを１階通路掲示板に掲示し、新規
サークル会員の募集案内を兼ね各サークルの紹介を行った。
▼ウエブアクセシビリティ取組確認を実施し、平成31年（2019
年）1月16日に公開した。

２　自主事業その他

▽　自主事業 自動販売機売上手
数料については、5
千円の増、カラオケ
事業は1千円の増と
なった。

▼自動販売機売上事業 協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。

　　31年度　予算額110千円　決算額115千円と5千円の微増となった。

▼カラオケ機器の有料貸出事業

　　31年度　予算額30千円　決算額31千円と微増となった。

自主事業の収支については、本事業と明確に区分し経理処理した。
自販機設置の台数が3台になったが、順調に収入を得ることができている。
自販機設置にかかる費用については、設置業者の支払いとなるため、セン
ターとしての支出はない。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

・当地区センターで実施する事業と同時開催で各福祉施設に対し各施設で
制作している物品販売について無償で場所の提供について協力してきた。
また、地域中学校の特殊学級の制作する物品についても、職員が販売に協
力し実施してきた。
東日本大震災で被害に遭われた方々への見舞金等として、企業・個人の協
力をいただいてカレンダー販売会を開催し、浄財の全額を寄付した。今年度
で9回目となる。
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結果概要 結果概要
総合的な満足度
１　講座について総合的な満足度についてみると、満足
以上の目標率90％に対し、講座受講者に対し90％以上
の受講者の方々から高い評価を得た。
２　その他講座(地域交流事業)については、90％以上の
方々から高い評価を得ることができた。
３　貸室・図書室・施設開放事業について職員の接遇等
について調査した結果、90％以上の方々から高い評価を
得た。

４　貸室・図書室・施設開放事業について室内の清掃事
業について満足度を見ると、90％以上の方々から高い評
価を得ることができた。
５　利用時間・利用料金については、特段改善等の意見
はなかった。

　コンサートについては、ほのぼのコンサートを実施した
が、多くの方々から毎年度実施の強い要望があり、好評
を博している。

利用者
からの
意見・要
望とその
対応

・開館記念コンサートについてはコロナウイルスの影響で、
中止とした。ほのぼのコンサートについては、今年度おじさ
んバンドによる演奏を実施したが大変好評であった。

各種大会について継続実施の要望があり、従前同様実施
を予定している。

４　収支状況

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方法 ・講座・講演会・その他事業　　実施期間：各事業終了後
・サークル利用者・一般利用者に調査用紙配布
実施期間；31年4月～2年3月
・受講者・各種事業参加者にアンケート調査用紙を配布実
施

要求水準につい
て、すべての項目
で要求水準を１０
ポイント以上超え
ており、期待以上
の結果となってい
る。
利用者ニーズに
応え、質の高い事
業を継続している
ことは大いに評価
できる。

区民講座、地域交
流講座その他事業
についても、90％以
上の参加者から満
足との高い評価を
得た。また 、内容に
ついても多くの参加
者から支持され、
質・量ともに参加者
が納得する事業を
提供できたものと考
える。

29,524

▽　収支 （千円）

項目 Ｈ31計画 Ｈ31決算 差

28,974 28,974 0

利用料金 4,202 5,832 ▲ 1,630

その他 1,166 804 362

34,093 ▲ 4,569支出

協定書に定めて
いるとおり適正に
実施されている。
積極的な利益還
元を行い、利用者
の利便性の向上
に努めたことは評
価できる。

収入 34,482 35,757 ▲ 1,275

指定管理業務収入 34,342 35,610 ▲ 1,268

指定管理費

指定管理業務支出 29,488 34,093 ▲ 4,605

自主事業支出 36 0 36

自主事業収入 140 147 ▲ 7

4,702 1,550 3,152

収入-支出 4,958 1,664 3,294

自主事業による利益還元 100 44 56

法人税等 156 70 86

純利益
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▽　説明

▼当団体の財務状況は、指定管理者制度導入時より微増ですが、毎年度
貸室利用・利用者数の増等により安定的な室利用料金等を確保する一方、
この原資を基に各事業を展開し利用者のニーズに対応した運営を行うこと
ができた。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例
及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

適 不適

▼各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼協定に関する契約(第三者への委託、物品調達等）について暴力団員や
暴力関係事業者を相手に契約は一切行っていない。

不適

利益還元について

　・自主事業利益還元　　　　実習室床ワックス剥離　　　　　　　　44千円
　・指定管理業務利益還元　集会室パーテンション修理　　　　　292千円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホール暗幕ワイヤー交換一式　　345千円

【参考】 H31決算 内容

指定管理業務による利益還元 637 下記のとおり

１．収入について
▼利用料金収入は、当初計画より1,630千円の増となった。
 前年度の大規模修繕後、利用していたサークル等は全て戻り、新規の利用
者も増加した結果と思われる。
▼その他収入の減額は、講座の集客に苦戦し開催回数や種類が少なくなっ
たためと思われる。
▼自主事業に係る収入は、自販機販売手数料115千円、カラオケ収入31千
円でほぼ例年通りの利用収入となった。

２．支出について
▼法人税・地方税については、均等割の70千円のみの納付額となった。
▼自主事業利益還元・指定管理業務利益還元として、利用者の利便性を向
上させる改修をすることができた。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 適
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Ⅲ　総合評価

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

当初計画の講座事業をはじめ各事業について、企画の見
直しを含め新規事業の実施等利用者のニーズを積極的に
取り入れ運営することができた。
財務的にも収支とも安定した運営を行うことができたものと
考えている。
各事業についても参加者の90％以上の方々から高い評価
を得たものと考えている。

31年度は大規模修繕工事も終わり、29年度同様の事業を
実施することができた。開館後に皆さんにまた、足を運んで
いただける地区センターを目指して努力した。令和2年度
は、さらなる利用率のアップを目指し努力したい。

各種アンケートで利用者から高い評価を得ていることや、
区民講座の受講率が100％を超えたことは、利用者目線に
立ち、ニーズを捉えた取組の結果と認められ、大いに評価
できる。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

講座や地域交流事業が利用者から高い評価を得る一方、
施設の利用率は伸びる余地があると考えられる。
新型コロナウイルスの影響を受け、厳しい状況ではある
が、空き室の活用方法の工夫等により、その向上に努めて
いただきたい。
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